
近年のストレス社会、超高齢社会では唾液流量の低下により口腔に様々な障害が生じている。口腔メインテナンスに唾液流量と唾液スト

レスマーカーのチェックを加えることで、歯科衛生士は歯周基本治療以外にも個々の口腔環境に応じた口腔衛生指導を行うことができ、患

者自身は口腔内の変化に気づくことができる。本研究では、歯と歯周組織のメインテナンスが中心であった従来の歯科検診に、非侵襲性で

ある唾液ストレスチェックを加え、新たな口腔機能の維持、向上にむけた管理指導を構築するための基礎的データを収集することを目的と

する。 
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